
　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英

邦
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
次
世

代
を
担
う
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
発
掘

と
商
品
化
を
通
じ
た
活
動
支
援

を
行
う
「
コ
ク
ヨ
デ
ザ
イ
ン
ア

ワ
ー
ド
２
０
２
４
」
の
グ
ラ
ン

プ
リ
１
作
品
と
優
秀
賞
３
作
品

を
決
定
し
た
。

　
21
回
目
を
迎
え
た
デ
ザ
イ
ン

ア
ワ
ー
ド
で
は
、テ
ー
マ
を「
ｐ

ｒ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
」
と
し
、

本
来
、自
然
に
近
い
「
本
来
の
」

状
態
、
磨
か
れ
る
前
の
「
根
源

的
な
」
状
態
を
表
現
す
る
言
葉

を
、今
回
は
「
本
質
の
再
定
義
」

と
解
釈
し
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
本
質
と
し
て
残
る
プ
ロ
ダ
ク

ト
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た
。

　
作
品
は
、
２
０
２
３
年
７
月

28
日
か
ら
10
月
11
日
ま
で
募
集

し
、
国
内
外
51
カ
国
か
ら
合
計

１
４
８
０
点（
国
内
８
７
６
点
、

海
外
６
０
４
点
）
の
作
品
が
集

ま
っ
た
。

　
最
終
審
査
で
は
、
昨
年
11
月

の
二
次
審
査
お
よ
び
パ
テ
ン
ト

調
査
を
経
て
選
出
さ
れ
た
10
作

品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

模
型
審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
審
査
員
に
よ
る
最
終
審
議

に
よ
っ
て
受
賞
作
品
を
決
定
し

た
。

　
受
賞
作
品
は
次
の
通
り
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
（
１
作
品
）

　
削
鉛
筆
＝
伝
野
輔
。

　
優
秀
賞
（
３
作
品
）

　
Ｍ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
＝
田
中
聡

一
朗
、
移
ろ
う
色
鉛
筆
＝
大
原

衣
吹
、滴
付
箋
＝
フ
カ
タ
カ（
佐

藤
貴
明
、
深
沢
真
緒
）。

㊤
受
賞
者
と
記
念
撮
影
㊦
関
西

展
の
模
様

　
全
日
本

ア
ー
ト
サ
ロ

ン
絵
画
大
賞

展
実
行
委
員

会
（
西
村
貞

一
実
行
委
員

長
＝
サ
ク
ラ

ク
レ
パ
ス

ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
社

長
）、
産
経

新
聞
社
が
主
催
す
る
「
第
33
回

全
日
本
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
絵
画
大

賞
展
」の
表
彰
式
が
３
月
９
日
、

兵
庫
県
西
宮
市
の
西
宮
市
立

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
表
彰
式
は
審
査
委
員
並
び
に

主
催
者
紹
介
の
後
、
西
村
実
行

委
員
長
が
「
１
９
９
１
年
に
サ

ク
ラ
ク
レ
パ
ス
創
業
70
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
創
設
し

た
こ
の
公
募
展
は
、
美
術
愛
好

家
の
皆
さ
ま
に
絵
を
描
き
楽
し

ん
で
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る

目
的
で
創
設
し
た
。
今
回
、
１

３
０
０
点
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
が
、
応
募
作
品
数
は
継

続
開
催
へ
の
何
よ
り
の
原
動
力

と
な
る
。
受
賞
の
喜
び
を
忘
れ

ず
に
情
熱
を
も
っ
て
絵
画
制
作

へ
励
ん
で
欲
し
い
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
、
自
由
表
現
部
門
の

審
査
講
評
を
篠
雅
廣
・
大
阪
市

立
美
術
館
名
誉
館
長
が
「
応
募

作
品
の
傾
向
を
見
る
と
、
自
由

表
現
と
写
実
表
現
の
境
目
が
あ

い
ま
い
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に

感
じ
る
。
自
由
な
気
持
ち
で
素

直
に
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
。

描
く
喜
び
を
忘
れ
ず
に
精
進
し

て
ほ
し
い
」、
写
実
表
現
部
門

の
審
査
講
評
を
、
女
優
で
仁
科

会
会
友
の
岸
ユ
キ
氏
が
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
向
け
て
作
品
の

感
想
を
述
べ
、「
絵
に
は
定
年

が
な
く
、
一
生
を
か
け
て
描
い

て
い
く
。
健
康
に
留
意
し
て
共

に
頑
張
ろ
う
」
と
エ
ー
ル
を

贈
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
、表
彰
式
に
移
り
、

西
村
実
行
委
員
長
、
サ
ク
ラ
ク

レ
パ
ス
・
西
村
彦
四
郎
社
長
よ

り
、
各
賞
受
賞
者
に
表
彰
状
と

副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
第
33
回
は
前
回
を
上
回
る
１

０
０
６
人
か
ら
、
自
由
表
現
部

門
７
５
８
点
、
写
実
表
現
部
門

５
７
０
点
の
合
計
１
３
２
８
点

の
作
品
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
、

昨
年
12
月
に
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

本
社
で
、
審
査
員
が
部
門
ご
と

に
全
作
品
に
目
を
通
し
て
厳
正

に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
文
部

科
学
大
臣
賞（
自
由
表
現
部
門
）

「
定
位
置
の
情
緒
」（
北
村
麻
美

さ
ん
、福
岡
県
、ク
レ
パ
ス
画
）、

自
由
表
現
部
門
大
賞
「
土
地
の

記
憶
」（
中
村
琴
梨
さ
ん
、
滋

賀
県
、
油
彩
画
）、
写
実
表
現

部
門
大
賞「
風
を
切
っ
て
走
れ
、

降
参
し
ま
せ
ん
！
」（
辻
井
得

子
、
兵
庫
県
、
油
彩
画
）
ほ
か

各
部
門
の
特
別
賞
、
優
秀
賞
な

ど
を
佳
作
、入
選
を
決
定
し
た
。

　
絵
画
展
は
国
立
新
美
術
館
で

の
東
京
展
、
西
宮
市
立
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
関
西
展
を
皮

切
り
に
地
方
展
が
愛
媛
、岡
山
、

広
島
、
福
岡
、
北
海
道
、
宮
城

の
６
地
区
で
巡
回
さ
れ
る
。

　
な
お
、
次
回
34
回
の
事
前
応

募
申
し
込
み
は
、
８
月
１
日
～

10
月
11
日
。
展
覧
会
は
、
東
京

展
が
２
月
16
日
～
17
日
に
国
立

新
美
術
館
、
関
西
展
が
３
月
４

日
～
９
日
に
西
宮
市
立
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
す
る
。

グ
ラ
ン
プ
リ
の
「
削
鉛
筆
」

株
式
会
社
レ
イ
メ
イ
藤
井
（
藤

井
章
生
社
長
、東
京
都
）は
、ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
シ
ス
テ
ム
手
帳
の
普

及
と
販
売
活
性
化
の
た
め
、「
Ｄ

ａ
ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
２
４
」
の
参
加
店
を
対
象

に
「
Ｄ
ａ
ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
店
頭
陳

列
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
４
月
30
日

ま
で
開
催
し
て
い
る
。

　
審
査
内
容
は
①
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
ブ
ラ
ン
ド
、
陳
列
商
品
の
見

栄
え
の
良
さ
②
陳
列
の
工
夫
・

技
巧
③
Ｄ
ａ
ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
２
０
２
４
及
び
陳
列

写
真
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報
配

信
。

　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
グ
ラ

ン
デ
賞
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
賞
、

努
力
賞
の
各
賞
を
Ｈ
Ｐ
お
よ
び

業
界
紙
紙
面
で
発
表
す
る
。

　
対
象
商
品
は
革
の
柔
ら
か
な

質
感
が
特
徴
の
「
ド
ル
チ
ェ
メ

ン
テ
Ｅ
Ｓ
」、
人
気
の
定
番
手

帳
「
ス
ー
パ
ー
ロ
イ
ス
」、
磨

く
と
宝
石
の
よ
う
な
艶
が
出
る

手
帳
「
ロ
ロ
マ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」、

自
然
の
恵
み
を
表
現
し
た
手
帳

「
オ
ー
ル
ア
ー
ス
」、
オ
リ
ー
ブ

の
葉
か
ら
生
ま
れ
た
環
境
に
優

し
い
革
「
オ
リ
ー
ブ
レ
ザ
ー
」。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
シ
ス
テ
ム
手
帳
の
購
入
客

に
、
ロ
ロ
マ
レ
ザ
ー
を
使
用
し

た
「
ロ
ロ
マ
・
ミ
ニ
マ
ス
コ
ッ

ト
」
を
進
呈
す
る
。

　
日
販
セ
グ
モ
株
式
会
社
（
安

井
邦
好
社
長
、
東
京
都
）、
株

式
会
社
エ
ム
デ
ィ
ー
エ
ス
（
蔀

聡
志
社
長
、
東
京
都
）
は
、
４

月
18
日
～
21
日
の
４
日
間
、
大

阪
市
住
之
江
区
の
大
阪
南
港
Ａ

Ｔ
Ｃ
ホ
ー
ル
で
、「
文
具
女
子

博
ｉ
ｎ
大
阪
２
０
２
４
」
を
関

西
最
大
規
模
で
開
催
す
る
。

　
今
回
は
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ

ｍ
ｅ
！
文
具
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

１
０
０
社
以
上
の
出
展
規
模
で

開
催
。
会
場
に
は
筆
記
具
や
マ

ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、ス
タ
ン
プ
、

ノ
ー
ト
、
万
年
筆
用
イ
ン
ク
な

ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
具

５
万
点
以
上
が
集
結
。
文
具
女

子
博
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
文

具
限
定
商
品
や
先
行
販
売
商
品

も
多
数
用
意
。

　
会
場
内
で
は
第
２
回
目
と

な
る
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
文
具
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
４
」
の
一

次
審
査
を
通
過
し
た
ノ
ミ
ネ
ー

ト
作
品
の
展
示
と
投
票
を
行

い
、受
賞
作
を
決
定
す
る
予
定
。

　
18
日
か
ら
の
開
催
に
先
駆

け
、
前
日
に
先
行
し
て
文
具
女

子
博
を
楽
し
め
る
プ
レ
ミ
ア
ム

タ
イ
ム
を
実
施
。

　
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
事
前
に
購

入
が
必
要
。
当
日
券
の
販
売
は

な
い
。

　
業
界
関
連
の
主
な
出
店
者
は

Ｕ
Ｎ
　
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
Ｉ
Ｎ

Ｑ
（
ア
ン
ト
ワ
サ
ン
ク
）、エ
ッ

グ
ン
ワ
ー
ク
ス
、
学
研
ス
テ
イ

フ
ル
、
銀
鳥
産
業
、
ク
ツ
ワ
、

呉
竹
、
コ
ク
ヨ
、
サ
サ
ガ
ワ
、

サ
ン
ス
タ
ー
文
具
、サ
ン
ビ
ー
、

シ
ヤ
チ
ハ
タ
、
ダ
イ
ゴ
ー
、
Ｔ

Ａ
Ｇ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｒ

Ｙ
（
タ
グ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ

リ
ー
）、
ツ
バ
メ
ノ
ー
ト
、
日

本
ノ
ー
ト
、日
本
理
化
学
工
業
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、フ
エ
キ
糊
、＋
ｌ
ａ
ｂ(

プ

ラ
ス
ラ
ボ)

、
文
具
チ
ャ
ン
ネ

ル.

ｃ
ｏ
ｍ
＆
Ｔ.

Ｓ
、
マ
ル

ア
イ
、
マ
ル
マ
ン
、
ミ
ド
リ
、

ヤ
マ
ト
、
レ
イ
メ
イ
藤
井
。
　

　
阪
急
う
め
だ
本
店
は
、、
２

月
28
日
～
３
月
４
日
、
９
階
催

場
で
、「
阪
急
文
具
の
博
覧
会

２
０
２
４
」
を
開
催
、
連
日
多

く
の
文
具
フ
ァ
ン
で
賑
わ
っ

た
。

　
今
回
は
、「
手
紙
だ
か
ら
こ

そ
伝
わ
る
思
い
が
、
き
っ
と
あ

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
１
８
０
以

上
の
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
書
く
楽
し

さ
に
あ
ふ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
文

具
が
集
結
。

　
業
界
か
ら
は
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ

（
紀
寺
商
事
）、サ
ン
ビ
ー
、セ
ー

ラ
ー
万
年
筆
、
Ｔ
Ａ
Ｇ
　
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
、天
一
堂
、

ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー
、
日

本
ホ
ー
ル
マ
ー
ク
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が

出
展
し
た
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
展
示
と
合
わ
せ

て
、
色
彩
雫
の
空
イ
ン
ク
瓶
を

使
っ
て
ハ
ー
バ
ー
リ
ウ
ム
を
つ

く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
初
開

催
し
、
好
評
を
博
し
た
。

文
具
フ
ァ
ン
で
賑
わ
う
会
場

優秀作品を表彰
全日本アートサロン絵画大賞展

「
削
鉛
筆
」が
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞

コ
ク
ヨ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド

〇
…
レ
イ
メ
イ
藤
井

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

店
頭
陳
列

コ
ン
ク
ー
ル

阪
急
う
め
だ
本
店

で
文
具
の
博
覧
会

大
阪
南
港
で
文
具

女
子
博
ｉ
ｎ
大
阪

４
月
18
日
～
21
日


